
 

令和７年度 奈良市地域自立支援協議会 

（触法障がい者支援）グループ 活動計画書 

活動目的 

司法関係者、福祉（障がい者支援）関係者を中心に、様々な理由により法に触れる行為に至る、

または繰り返す障がい者がいる現状に対して、多職種協働による支援体制の構築と連携強化を図

る。 

重点協議項目 多職種協働による支援体制の構築、連携強化 

テーマ 

取り組み 

ポイント 

⑴ 周知・啓発研修の実施など 

触法障がい者支援に関しての周知、理解を広げていくこと、特に触法障がい者支援に関わる専門

機関の周知については更に広げていく必要がある。 

⑵ 居住の場の課題 

対象者の地域で抱える課題として、居住の場が限られてしまうこと、グループホームなど居住系

サービスの受け入れが少ないことなどが挙げられることが多い。 

⑶ バックアップ体制の確立・強化 

触法障がい者支援ケースは、対象者の抱える課題や社会的状況などから、困難ケースであること

が多い。関わる支援者が大きな負担を抱え込まずに支援を続けていくために、支援者や事業所へ

のバックアップが必要と思われる。 

検討内容 

 

⑴ 研修開催を検討する。また、相談支援事業所連絡会議などでの触法障がい者支援に関わる専門機

関の周知を行うことを検討する。 

⑵ 居住の場の不足などの課題について、地域移行グループと課題共有を図り、課題解決、ネットワー

クづくりを図る。 

⑶ 多職種・多機関のネットワークづくりを進める。奈良市における相談支援体制や事業所へのバッ

クアップ体制づくりについて検討していく。 

グループの頻度 

全体会議：偶数月 第 3木曜日 午前 

ワーキング会議など随時 

秋以降、周知・啓発研修 

 

 

 

 

 

 

参加事業所・関係機関 

主担当：相談支援センターこすもす  

サブ担当：奈良県発達障害者支援センターでぃあー 

・大和路法律事務所      ・奈良保護観察所  

・奈良法務少年支援センター  ・奈良少年院            

・奈良県地域生活定着支援センター  

・ＮＳネットワーク空と海 ・一般社団法人 GARDEN 

・奈良市保健福祉部 障がい福祉課      

・奈良市基幹相談支援センター  

・奈良市社会福祉協議会 (事務局)  

その他 

協議事項など 

 

 

 

 

 


